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国 際 会 長 Jennifer Jones(オ－ストラリア) “ Building today for a better tommorow ”「より良             

࠹   ࠹࠹࠹࠹࠹࠹   「より良い明日のために今日を築く」 

アジア太平洋地域会長 田中博之 (東京多摩みなみ) “ Action ! ” 「アクション！」 

東日本区理事 山田敏明（十勝） 「勇気ある変革、愛ある行動！」 

 あずさ部長 赤羽美栄子（松本）「あなたの入会時の“ときめき”と多くの経験をワイズのために」 
 長野クラブ会長 森本俊子 「身近なつながりを大切にしよう」 

       ５月例会          

日時 2,020 年５月 20 日（水）日(水）18:30pm~ レストランやま 新型コロナウイルス感染を防ぐため会場の

レストラン「やま」も休業とあって、休会を決断、会員のブリテン紙上参加に替えた。 

             

          

  

  

  

今月の言葉 

コロナとの戦いを戦争に例えるのは正しくない。殺しあう力の戦いではなく、活かしあう知恵の戦い。敵

意や憎しみは不要なもの。憂鬱な気分 おんがくの力で少しでも吹き飛ばしたい 

     村上春樹「村上 RADIO ステイホームスぺシャル～明るい明日を迎えるための音楽」から 

会長  森本俊子 
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次の例会のご案内 

毎月第３水曜 ２０２０年６月２０日（水）    

            １８時３０分 

ところ レストランやま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

koba31819@icloud.com（小林書記） 

緊急事態宣言下での活動状況    森本俊子 

新型コロナ感染予防のため、すべてを自粛している中、ワイズメンズクラブの役員のみなさんは、郵便や

メールなどを使って活動してきました。あずさ部では、長野クラブの福島副会長、小林書記、倉石会計と森

本の 4 人がそれぞれ議案審議、各クラブからも同じように審議し、会計事業などすべての議案が承認されま

した。来年は東京サンライズクラブの御園生好子部長、小山久恵書記、江原修一会計があずさ部を引き継い

でくださいます。評議会は 7 月 18 日、2021 年 2 月 13 日、5 月 8 日、あずさ部会は 10 月 17 日に決まりま

した。今は中止となった東日本区大会の審議事項を山田理事はじめ役員の皆さんが連絡をとりあって、まと

めに入っておられます。また次期理事には IT アドバイザーをしてくださっている宇都宮ワイズメンズクラ

ブの大久保知宏さんです。長野クラブとして微力ながら支援を続けていこうと思っている豊野の賛育会の、

復興コンサートも中止となりましたが、改めて秋に開催することとなり、先日実行委員の委嘱状が来ました

ので、お引き受けしました。詳細はこれからですが、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

☆番組のご紹介（TBS）ザ フォーカス「ムクウェゲ医師の終わらない闘い」 

 女性ディレクターが必死で取材し世に出した番組です。ぜひ検索してみてください。 

                                                                          

 

 



 

 

 

 
               紙上例会     原稿到着順 

勝田いつ子  

 みなさまお元気ですか。思ってもみませんことが起こり、一人暮らしの私は益々一人暮らしになってい

ます。それでも、久しくご無沙汰の方々からのお電話にて何んとか凌いでおります。 

幼友達の電話！電話が終わった後しばらく昔のことを思っていますと、そのころのことが次々にまるで映

画のように鮮明に浮かんできます。タイムスリップでもしたかのように。不思議ですね。 

人間って昔のことをよく覚えているものです。一瞬の楽しさ。こんな大変な時私はどなたさまの役にも立

ちませんでただただ過ごしております。  お目にかかれます日を楽しみに待っております。 

 

倉石美津子 

巣ごもり状態にもすっかり慣れてしまいました！今までの私には想像もつかない世界でございま

す。主人も仕事に行けなくて「高齢者は自粛してくださいとの社長命令」ずっと巣ごもり状態。私

のペースがまるで狂ってしまい、自分の自由がほしい！三度の食事にお茶なんだか食べる事にも疲

れてきたやさき、自粛制限の解除。今までの生活にはほどとおいけど気持ちがらくになりました。 

 

小林美彦 

毎日コロナを気にしながらの生活疲れてきた。庭の薔薇、フジが、暖冬だったせいか鬱蒼となり友人の水

道屋に剪定してもらった。剪定後心配の後片付けを、堀内 y's にお願いして片付けてもらった。 

その日は、義父の使っていたマッサージチェアが壊れ古くて治らないので、入れ替えた。 

座ったが、立ち上がれない。要領を早く覚えなくてはと、練習に励んでいる。 

最近、障害者の雑誌 「ベイ magazine」と言う雑誌にコラムを書いている。 

 

堀内雅俊 

今、近くの神社の氏子総代を仰せつかっている。ほぼ年間の予定通りに進むはずの全ての予定と内容が変更

となってきている。それは分厚いマニュアルが何の意味もなくなり、まったくゼロからの積み上げとなって

しまった環境に突然立たされている自分を発見した瞬間でもある。テレビからは、毎日、毎時間世界のあの

町の、こっちの町の生々しい描写が否応なく目耳に飛び込んでくる。そんな時に、小林 y'sに呼んでいただ

いた。剪定後の枝の簡単な後かたづけ。そこで尊敬する仲間がそんな環境をモノともせずに頑張っておられ

る様子に接してただただ感動し、力をいただいた。私も少しは人のためになりたいものです。 

 

                              この項目は次ページに続く ⇒ 

 

 

 

 

 

 

 



 

紙上例会 （前ページから） 

 

                               

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森本俊子       

ここ 15年間続けてきたハンドベルのレッスンや演奏がすべて自粛となり、ある意味気が抜けています。 

考えてみるとこの夏は香港の世界大会に参加する予定だったのに、政争の混乱から中止となり、台風 19 号

の影響から姫路における香道の全国大会、名古屋における総会が中止となったのをはじめとしてワイズの

甲府評議会、帯広における東日本区大会、などが次々と中止を余儀無くされました。 

時間が一杯できたように思いますのに実際はまだまだ日々が丁寧に送れていません。 

そこで、ある日、架空のお香の会を開いてみました。長野クラブのメンバーによる組香「桜香」です。下手

ではありますが、記録を作ってみました。席順はほぼ年の順 

 

 

 

 

小泉一真 

今日、県が 長野圏域の新型コロナ警戒宣言を解除しま

した。4 月 14 日からほぼ 1 月半。長野市内では、昨日時

点でまだ 3 名の感染患者が入院されています。罹患され

た方々、濃厚接触されて不自由だった方々、経済的な損

失を被った方々等、様々なご苦労があったことと拝察

し、会員の皆様には改めてお見舞い申し上げます。 

不要不急の外出を避けている間、子に手伝わせながら、

使わなくなったベッドを利用して、ぬれ縁を作りまし

た。東日本大震災、 令和元年東日本台風に加え、語り継

ぐべき大事件が 3 つにもなってしまいましたが、ぬれ縁

を作ったあの時のことと、子が記憶に留めてくれるよう

期待しています 



 

 

YMCA だより  

       今は土台固めの時。                 山梨 YMCA 総主事 露木淳司 

  

始まったようで、始まっていない。そんな感じの 2020 年度の幕開けです。会館は無事完成したのですが、肝 

心のプログラムの参加者が半分以下で中途半端な状態です。それもこれもすべてコロナの影響ですが、なんと 

も先行き不安な毎日が続きます。そんな中で私たちの取るべき行動は何なのかと考えますと、やはり、この試 

練をポジティブに受け止めて、土台固めに徹し、大木の成長に備えるということでしょう。 

草木は真冬の間は上に伸びることができない代わりに地面に深く深く、根を張り巡らせ、春になると芽を出し、

光を浴びてぐんぐんと成長します。やがて花が咲き、葉が生い茂り、実を成らせます。今年の芽は春には出な 

いようで、どうも芽生えの時期は梅雨時のようです。その分、準備にかける時間が十二分に与えられたと理解し、

土台固めとして、会員募集、近隣挨拶、施設備品・教材の配備、運営体制の整備等々、備えに盤石の態勢を整 

えます。献堂式も当初の 5 月 2 日開催は叶いませんでしたが、万全の準備が整い、事業も軌道に乗り始めた頃 

に改めて皆様をお迎えしようと思います。「何事にも時があり、天の下の出来事にはすべて定められた時がある」

と聖書にあるように、どんなこともあるがままに受け容れて、時が満ちるのを待ちたいと思います。 

建設募金はワイズメンの皆様を始め、450 名もの方々からのご支援を賜り、現在 3700 万円を超えたところです。

ありがとうございました。心より感謝申し上げます。三階の多目的ホールはすでに使用可能です。当面は開催 

方法に制限が必要になりますが、皆様からのご予約を承っております。ささやかながらワイズ倉庫もございます。

将来計画検討委員会の試算によりますと、あと 500 万円ほどあれば当面の資金繰りとしては落ち着きます。 

皆様、今一度の創立 75 周年記念建設募金へのご支援ご協力を、何卒よろしくお願い申し上げます。この募 

金の期限は 75 周年記念ということで来年 2021 年の創立記念日 5 月 1 日です。今年も有志だけで旧会館で最 

後のお祝いとお別れの時をもちましたが、何とかこの一年を乗り切って、来年は 75 周年記念のパーティーを 

盛大に開催したいと思っています。 

 募金サイトはこちら     https://congrant.com/project/yamanashiymca/1553  

              

   画像は今年 5 月 1 日に開かれた旧館最後の創立記念日早天祈祷会のときの記念写真です 


